
教育・保育の量の見込みの修正について 

 

量の見込みと令和２年度の園児数の乖離 

  ３号 ２号 合計  

  ０歳 １～2歳 3～5歳    

①令和２年度の園児数 

（見込・概算） 
139 884 1,443 2,466 

（人） 

②量の見込み 

（ニーズ量） 
239 785 1,424 2,444 

（人） 

パーセンテージ 58.2% 112.6% 101.3% 100.9% 
（人） 

 

①令和２年１月時点の在園児数と入園申し込み状況から概算した令和２年度の

園児数と、 

②現在計画上で見込んでいる量の見込みとを比較したところ、 

 

合計数及び各認定区分（２号、３号）ではほぼ乖離を生じていないが、 

３号のうち、０歳と１～２歳において実際の園児数（見込・概算）と量の見込み

に乖離を生じている。 

（０歳を多く見込んで、１～２歳を少なく見込んでいる） 

 

想定される理由： 

 １：０歳については、国の算出方法に基づいて計算すると育児休業取得者が考

慮されないため、育児休業取得中の方及び子どもが３か月以内の家庭に

ついては量の見込みから除く補正を行っているが、実際には補正した数

よりもさらに低い 

 ２：１～２歳の量の見込みが実際よりも低く算定されている 

又は実際には１～２歳から入園する児童が０歳のニーズの方に出ている 

 

このことから、量の見込みをより実態に合わせた数とするために、現在の量の

見込みと実際の令和２年度の園児数（見込み・概算）を比較したパーセンテージ

を計画上の量の見込みにかけて、より実態に近い数字となるように補正します

（０歳は 58.2％、１～２歳 112.6％、３～５歳 101.3％をかけて算出）。 

 

地域子ども・子育て支援事業の量の見込みのうち、時間外保育事業については、

就学前教育・保育の量の見込みをもとに算出しているため、合わせて変更します。 
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2020年（令和２年） 修正前 修正後

幼児期の学

校教育の利

用希望が強

い

左記以外 １・２歳 ０歳
幼児期の学校

教育の利用希

望が強い

左記以外 １・２歳 ０歳

1,401 729 1,401 729

370 1016 769 235 375 1030 868 135

他市分 38 16 4 38 16 4

370 1054 785 239 375 1068 884 139

560 170 560 170

382 206 52 382 206 52

特定地域型保育事業（地域

型保育給付） 171 42 171 42

確認を受けない幼

稚園（私学助成）

370 1105 937 264 375 1100 937 264

0 51 152 25 0 32 53 125

２号 ３号

1093

2,253

②　　　量　の　見　込　み

合計

①　　　　　　　　　児　　童　　数

上記に該当しない

小規模保育・家庭的保育・事業所

内保育・居宅訪問型保育

計画

③確保方策

提供量合計

幼稚園

過不足数（③-②）

３号

特定教育・保
育施設（施設
型給付）

認定こども園 1093

保育所

2,253

２号

全体

112.6％

58.2％

実際の園児数に合わせて補正

101.3%


